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【 事 業 所 名 】 豚座建設株式会社

【 代 表 者 】 代表取締役　 　佐田　憲昭

【 会 社 設 立 】 昭和 38 年 3 月 12 日

【 資 本 金 】 2,000 万円

【 所 在 地 】 《本　 　社》高知県四万十市古津賀2丁目6番地
《具同倉庫》高知県四万十市具同7388番地13

【環境管理責任者】 総務部長　三吉　規文
　 〃　　　　　　　　　 〃
《TEL》0880-34-6031
《FAX》0880-34-2850
《E-Mail》inoko3@poppy.ocn.ne.jp

【 事 業 内 容 】 ≫建設業（主に土木・建築等の工事の施工）

建設 業許 可番 （特-5）第000752号
許 可 年 月 日 令和 5 年 9 月 30 日
建 設 業 の 種 類 土木工事業

建築工事業
とび・土工工事業
舗装工事業
造園工事業
水道施設工事業
解体工事業

建設 業許 可番 （般-5）第000752号
許 可 年 月 日 令和 5 年 9 月 30 日
建 設 業 の 種 類 管工事業

≫重機・自動車修理・整備業（使用済自動車の解体は行わない）

許 可 番 号 　四国運輸局　四運証第80-349号

【 事 業 規 模 】

令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

完 成 工 事 高 （百万円） 2,204 1,153 1,512 1,288 3,141

従 業 員 数 （名） 62 62 61 62 70

本 社 敷 地 面 積 （m2） 13,320 13,320 13,320 13,320 13,320

〃 延 床 面 積 （m2） 2,133 2,133 2,133 2,133 2,133

具同倉庫 敷地 面積 （m2） 1,593 1,593 1,593 1,593 1,593

〃 延 床 面 積 （m2） 490 490 490 490 490

各年度の役職員数は、各年 7月末日現在
会計年度は　8月～7月

一般建設業（高知県知事許可）

自動車分解整備事業

１．組織の概要

《環境管理責任
《 連 絡 先 担 当
《 連 絡 先 》

特定建設業（高知県知事許可）
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豚座建設株式会社

本 社 　高知県四万十市古津賀2丁目6番地

具 同 倉 庫 　高知県四万十市具同7388番地13

対 象 事 業 　土木工事業 水道施設工事業

　建築工事業 解体工事業

　とび・土工工事業 管工事業

　舗装工事業 重機・自動車修理業

令和 5 年 8 月～令和 6 年 7 月

令和 6 年 10 月 29 日

環境管理責任者　　三吉　規文

【 対 象 範 囲 】

【 レ ポ ー ト の 対 象 期 間 】

【 レ ポ ー ト の 発 行 日 】

【 作 成 責 任 者 】

２．対象範囲、レポートの対象期間及び発行日
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 環境理念

豚座建設株式会社は、「より高度な技術、創意工夫をもって地球環境に貢献する。」という理念に基づき、次のと

おり環境経営方針を定め、これを策定します。

 環境経営方針

　近年、私たちの日常生活においては快適な生活を送る事が出来るように、便利な道具・食糧品が数多く溢れてい

ます。

　その代償として多量なエネルギー・資源が消費され、また多量の廃棄物を生み出し大量のCO2が排出され、近年み

られる気候変動・生物生態系の異常など、地球環境に多大な負荷を与えています。

　この重要課題に対応し、人類の目標とする「低炭素社会」「循環型社会」「自然共生社会」を目指し、私達は事

業活動における環境負荷の低減を図り、以下の取り組みを含め、自主的・積極的に環境経営活動に取り組み、継続

的改善による環境経営を推進していきます。

1. 事業活動に適用される環境関連法令、規則、協定等を遵守します。

2. 当社の環境マネジメントシステムを継続的に改善し、環境保全活動を展開します。

3. 次の項目を重点活動として、事業活動の環境負荷の低減を推進します。

（1）建設工事から生じる環境への影響を把握し、環境に配慮した施工の実施、資機材の利用を促進します。

（2）電気、燃料等のエネルギーの使用量を低減し、CO2削減を行います。

（3）廃棄物の再資源化を推進し、排出量を削減します。

（4）水の使用量を低減します。

（5）化学物質を適正管理します。

（6）地域社会における環境保全活動に積極的に参加します。

（7）環境意識の改善を図り、グリーン購入及びエコドライブを実施します。

（8）建設現場での汚濁水流出を防止し、四万十川の水環境に配慮します。

4. この環境経営方針は、監督会・朝礼・ミーティング等を活用して、全従業員に周知させるとともに社内教育を実

施し、環境保全活動の重要性を啓発します。また、当社はこの方針を一般に開示します。

5. 環境経営レポートを作成し、外部に公表します。

平成 ２４ 年 １１ 月 １５ 日
令和 　３ 年 　５ 月 １７ 日 一部改定

３．環境経営方針
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【1.組織表】

【2.役割・責任・権限表】

代表取締役 ・ 環境経営に関する統括責任

・ 環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・ 環境管理責任者及び部門の責任者の任命

・ 環境経営システムを適切に実行するために必要な「資源」の提供

・ 環境経営目標、環境経営計画、環境経営実施体制の承認

・ 環境への取組の評価・見直しを実施し、必要な指示を行う

・ 課題とチャンスの明確化

環境管理責任者 ・ 環境経営システムの構築、運用、管理

・ 環境経営目標、環境活動計画、環境経営実施体制の確認

・ 環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の承認

・ 環境経営目標の達成状況の把握、分析

・ 環境経営活動の取組結果を代表取締役へ報告

・ 環境経営レポートの作成、公表

EA21委員会 ・ 委員会の開催

・ 環境管理責任者の役割・業務遂行の補助

・ 環境負荷の自己チェック表及び環境への取組の自己チェック表の作成

・ 環境関連法規等の取りまとめ及び遵守状況の把握

・ 環境経営目標、環境活動計画、環境経営実施体制原案の作成

・ 環境関連の外部コミュニケーション窓口

部門の責任者 ・ 環境経営方針の理解

・ 環境経営方針の部門内への周知

・ 環境経営目標及び環境経営活動の理解、実施

・ 部門内における環境経営システムの実施

・ 環境関連法規等の遵守

・ 部門内の従業員に対する教育訓練の実施

従業員 ・ 環境経営方針の理解

・ 環境関連法規等の遵守

・ 環境経営目標及び経営活動計画の理解、実施

・ 環境経営への積極的な取組

役割・責任・権限

４．環境経営実施体制

代表取締役

佐田 憲昭

環境管理責任者

三吉 規文

総務部

三吉 規文

営業部

脇谷 健二郎

土木部

川村 尊章

土木現場

建築部

中野 量方

建築現場

修理工場

宮村 義光

具同倉庫

川村 尊章

EA21委員会
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【１．単年度目標】

※１

※２

※１．購入電力のCO2排出量の算出については、電気事業者別のCO2排出係数（平成30年12月27日公表）の

　　四国電力㈱の調整後排出係数 0.535（kg-CO2/kWh）を使用。

※２．環境負荷の少ない工事件数

　　○ICT機器を活用し工期短縮につなげる

　　○建設副産物の再利用

　　○排水の汚濁防止対策

　　○環境に影響の少ない工法の提案、採用　　等

【２．中長期目標】 （平成28年 8月～平成29年 7月を基準年とする。）

５．環境経営目標

基準年 目標

項目 単位 平成28年度 令和5年度 備考

H28.08-H29.07 R05.08-R06.07

CO2排出量 （kg-CO2） 271,850 261,823 基準年度より約3％削減

燃料使用量 （L） 90,148 87,444

【内訳】　ガソリン （L） 25,577 24,810

　　　　　　　　軽油 （L） 62,626 60,747

　　　　　　　　灯油 （L） 1,945 1,887

電力使用量 （kWh） 80,257 79,454 基準年度より約1％削減

LPガス使用量 （kg） 111 110 基準年度より約1％削減

用水使用量 （m3） 748 741 基準年度より約1％削減

一般廃棄物排出量 （kg） 2,750 2,668 基準年度より約3％削減

産業廃棄物排出量 （t） 740 733 基準年度より約1％削減

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0

環境美化活動 （回） 10 10

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100

基準年度より約3％削減

基準年 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

項目 単位 平成28年度 R05.08-R06.07 R06.08-R07.07 R07.08-R08.07 R08.08-R09.07

H28.08-H29.07 今年度目標 前年度目標より約1％削減 前年度目標より約1％削減 前年度目標より約1％削減

CO2排出量 （kg-CO2） 271,850 261,823 259,205 256,613 254,046

燃料使用量 （L） 90,148 87,444 86,570 85,704 84,847

【内訳】　ガソリン （L） 25,577 24,810 24,562 24,316 24,073

　　　　　　軽油 （L） 62,626 60,747 60,140 59,538 58,943

　　　　　　灯油 （L） 1,945 1,887 1,868 1,849 1,831

電力使用量 （kWh） 80,257 79,454 78,659 77,873 77,094

LPガス使用量 （kg） 111 110 109 108 107

用水使用量 （m3） 748 741 734 726 719

一般廃棄物排出量 （kg） 2,750 2,668 2,641 2,615 2,589

産業廃棄物排出量 （t） 740 733 726 718 711

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0 90.0 90.0 90.0

環境美化活動 （回） 10 10 10 10 10

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100 100 100 100
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【１．単年度目標】

※１

※２

※１．購入電力のCO2排出量の算出については、電気事業者別のCO2排出係数（平成30年12月27日公表）の

　　四国電力㈱の調整後排出係数 0.535（kg-CO2/kWh）を使用。

※２．環境負荷の少ない工事件数

　　○ICT機器を活用し工期短縮につなげる

　　○建設副産物の再利用

　　○排水の汚濁防止対策

　　○環境に影響の少ない工法の提案、採用　　等

【２．中長期目標】 （平成28年 8月～平成29年 7月を基準年とする。）

６．環境経営目標（原単位　売上百万円当り）

基準年 目標

項目 単位 平成28年度 令和5年度 備考

H28.08-H29.07 R05.08-R06.07

CO2排出量 （kg-CO2/百万円） 168.2 162.3 基準年度より約3％削減

燃料使用量 （L/百万円） 55.8 54.2

【内訳】　ガソリン （L/百万円） 15.8 15.4

　　　　　　軽油 （L/百万円） 38.8 37.6

　　　　　　灯油 （L/百万円） 1.2 1.2

電力使用量 （kWh/百万円） 49.7 49.2 基準年度より約1％削減

LPガス使用量 （kg/百万円） 0.069 0.068 基準年度より約1％削減

用水使用量 （m3/百万円） 0.463 0.458 基準年度より約1％削減

一般廃棄物排出量 （kg/百万円） 1.702 1.651 基準年度より約3％削減

産業廃棄物排出量 （t/百万円） 0.458 0.453 基準年度より約1％削減

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0

環境美化活動 （回） 10 10

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100

基準年度より約3％削減

基準年 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

項目 単位 平成28年度 R05.08-R06.07 R06.08-R07.07 R07.08-R08.07 R08.08-R09.07

H28.08-H29.07 今年度目標 前年度目標より約1％削減 前年度目標より約1％削減 前年度目標より約1％削減

CO2排出量 （kg-CO2/百万円） 168.2 162.3 160.6 159.0 157.4

燃料使用量 （L/百万円） 55.8 54.2 53.6 53.0 52.5

【内訳】　ガソリン （L/百万円） 15.8 15.4 15.2 15.0 14.9

　　　　　　軽油 （L/百万円） 38.8 37.6 37.2 36.8 36.4

　　　　　　灯油 （L/百万円） 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2

電力使用量 （kWh/百万円） 49.7 49.2 48.7 48.2 47.7

LPガス使用量 （kg/百万円） 0.069 0.068 0.067 0.067 0.066

用水使用量 （m3/百万円） 0.463 0.458 0.453 0.449 0.444

一般廃棄物排出量 （kg/百万円） 1.702 1.651 1.634 1.618 1.602

産業廃棄物排出量 （t/百万円） 0.458 0.453 0.448 0.444 0.440

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0 90.0 90.0 90.0

環境美化活動 （回） 10 10 10 10 10.0

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100 100 100 100
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【期間 ： 令和 5年 8月 ～ 令和 6年 7月】

担当者

CO2排出量 燃料使用量 各部門長、各現場代理人

削減 削減 各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

電力使用量 各部門長、各現場代理人

削減 各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

三吉

川村、中野、各現場代理人

川村、中野、各現場代理人

用水使用量削減 各部門長、各現場代理人

（排水量削減） 各部門長、各現場代理人

廃棄物削減 一般廃棄物 各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

産業廃棄物 川村、中野、各現場代理人

各部門長

川村、中野、各現場代理人

環境保全活動の実施 三吉

各部門長

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

化学物資の適正な取り扱い 各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

環境負荷の少ない 各部門長、各現場代理人

工事の実施 各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

各部門長、各現場代理人

川村、中野、各現場代理人

川村、各現場代理人

７．環境活動計画

建設副産物の再利用

チェンソーの潤滑油は生分解性オイルを使用する

作業ミスによる排出量の増加をさせない

環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

低騒音、排出ガス対策型重機の使用

ICTを活用し、エネルギーの消費を抑える

水質汚濁の防止

事務所・現場・修理工場周辺の清掃・整理整頓をする

適正な保管を行い、盗難に遭わないようにする

適正に使用し、近隣等への漏洩防止をする

ＰＲＴＲ制度対象物質の使用量、もしくは購入量の把握

ロードボランティア活動（清掃活動）を実施する

各種団体主催の清掃活動への参加

ゴミの散乱防止

文書等で可能なものについては回覧をする

両面コピー・両面印刷をする

ミスプリント用紙で、可能なものについては裏面利用をする

使用済み封筒等の再利用をする

項目

急発進、急加速の禁止

不要なアイドリングの禁止

重機による積込みを効率良く行う

車両点検を定期的に行う（タイヤ空気圧、オイル等）

活動内容

段ボール・古新聞の再利用をする

資源ごみとして処理をする（学校の廃品回収への提供等）

適正処理をし、可能なものは再使用・再生利用につながる処理をする

マニフェスト管理の徹底

移動経路のプランニング、可能な場合は乗り合わせる等、効率的な移動・稼働をする

社用車を燃費の良いものへ更新していく

換気時以外、ストーブ使用時は不必要にドアを開けっ放しにしない

昼休み・退社時の消灯を徹底する

長時間使用しないＯＡ機器は電源を切り、不必要な機器はプラグを抜く

エアコンの過度な温度設定は控える

エアコンフィルターの清掃をする

トイレ・会議室・倉庫・給湯室等の照明は使用時のみ点灯する

冷房効果を上げるため、現場事務所上部に寒冷遮を張る

冷房効果を上げるため、エアコン室外機の設置箇所などを工夫する

こまめに蛇口の栓を閉める

漏水個所を発見したら、早急に改善する
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社会的貢献

「こうち環境博 2024」の「SDGs 環境にやさしい企業・団体展」へ、弊社の環境保全活動

等を発信するポスターを出展しました。

環境保全や温暖化防止活動について、考えていただく機会を提供することができました。

カーボン・オフセット

「カーボン・オフセット」スポットテレビCMへ協賛。

協賛スポット1本につき 50kg-CO2 を付加、１年間で約3t-CO2をオフセットした。

地域の清掃活動

毎月、県道20号沿いのロードボランティア清掃活動を行っています。

地域の美化活動などにもボランティアとして積極的に参加しています。

―取り組み内容－

８．環境活動の取組状況

―取り組み内容－

―取り組み内容－
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社用車の更新

本年も古くなった車を更新。

遠方の現場も多く、燃費の良いハイブリッド車の導入を積極的に

取り組んでいます。

グリーンカーテン

夏場には本社南側及び西側に緑のカーテンを設置。

冷房負荷の削減に貢献しています。

―取り組み内容－

―取り組み内容－
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SDGs ー継続可能な開発目標ー

「持続可能な開発目標(Sustainable Development Goals ：SDGs)」は、産業革命以降急
激に活発化した人間活動により、経済・社会の基盤でもある地球の持続可能性が危ぶまれてい
ることに端を発します。
2015年9月に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記
載された2030年までの国際目標です。SDGsは、貧困や飢餓から環境目標、経済成長やジェン
ダー平等まで幅広い課題が網羅されています。
持続可能な世界を実現するため、豊かさを求めながら、地球環境を守るため17のゴールとゴー
ルを達成するために169のターゲットが設定され、地球上の「誰一人取り残さない(leave no
one behind)」ことを誓っています。

人々が豊かな生活を送るための事業を、生業としている建設業としてもこの問題・目標は避けて
は通れないものと考えます。
豚座建設としてもSDGsを支援し、まずは取り組める問題から真摯に取り組み、目標達成に貢献
していきます。

８．環境活動の取組状況
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本年度実績 　　※評価　達成= 〇　未達成= ×

※1

※2

本年度実績(原単位　売上百万円当り)

※1

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                

※2

※１．購入電力のCO2排出量の算出については、電気事業者別のCO2排出係数（平成30年12月27日公表）の

　　四国電力㈱の調整後排出係数 0.535（kg-CO2/kWh）を使用。

※２．環境負荷の少ない工事件数　　14件(完成工事高　1,000万円以上の工事を対象とした)

　　○ICT機器を活用し工期短縮につなげる

　　○建設副産物の再利用

　　○排水の汚濁防止対策

　　○環境に影響の少ない工法の提案、採用　　等

※３．達成率 ：達成率 =（実績値/目標値）× 100（%）

主な環境経営目標未達成理由

項目 達成率

ガソリン 144.2%

電気 116.1%

用水 131.4%

未達成理由

９．環境経営目標の達成状況

使用量は例年通り。近年、遠方の現場が多く通勤車両での使用量が増えた。また、職
員が前年より約一割増加し、それに伴う車両の増加が実質８台あったことが影響し
た。

使用量は例年通り。しかしながら、休憩所において、熱中症対策としての冷房設備の
常時運転など、夏場のエアコン使用が大きく影響している。通勤圏外の現場（南国
市、高岡郡越知町、土佐郡土佐町）などがあり、宿舎用アパートでの使用量も影響し
た。

使用量は例年通り。ゴーヤへの水やり、地域の環境活動での歩道花壇への水やり、宿
舎用アパートでの使用量が影響した。現場施工においても、杭工事や浄化槽工事で
の使用もあり、目標の未達成となった。

基準年 目標 実績 達成率 評価

項目 単位 平成28年度 令和5年度 令和5年度 (％)

H28.08-H29.07 R05.08-R06.07 R05.08-R06.07 ※3

CO2排出量 （kg-CO2） 271,850 261,823 220,810 84.3 ○

燃料使用量 （L） 90,148 87,444 70,040 80.1 ○

【内訳】　ガソリン （L） 25,577 24,810 35,785 144.2 ×

　　　　　　軽油 （L） 62,626 60,747 32,760 53.9 ○

　　　　　　灯油 （L） 1,945 1,887 1,496 79.3 ○

電力使用量 （kWh） 80,257 79,454 92,224 116.1 ×

LPガス使用量 （kg） 111 110 68 62.1 ○

用水使用量 （m3） 748 741 974 131.4 ×

一般廃棄物排出量 （kg） 2,750 2,668 2,674 100.2 ×

産業廃棄物排出量 （t） 740 733 1,107 151.1 ×

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0 96.3 107.0 ○

環境美化活動 （回） 10 10 14 140.0 ○

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100 (14/14件) 100 100 ○

基準年 目標 実績 達成率 評価

項目 単位 平成28年度 令和5年度 令和5年度 (％)

H28.08-H29.07 R05.08-R06.07 R05.08-R06.07 ※3

CO2排出量 （kg-CO2/百万円） 168.2 162.3 70.3 43.3 ○

燃料使用量 （L/百万円） 55.8 54.2 22.3 41.1 ○

【内訳】　ガソリン （L/百万円） 15.8 15.4 11.4 74.0 ○

　　　　　　軽油 （L/百万円） 38.8 37.6 10.4 27.7 ○

　　　　　　灯油 （L/百万円） 1.2 1.2 0.5 39.7 ○

電力使用量 （kWh/百万円） 49.7 49.2 29.4 59.7 ○

LPガス使用量 （kg/百万円） 0.069 0.068 0.022 32.0 ○

用水使用量 （m3/百万円） 0.463 0.458 0.310 67.7 ○

一般廃棄物排出量 （kg/百万円） 1.702 1.651 0.851 51.6 ○

産業廃棄物排出量 （t/百万円） 0.458 0.453 0.353 77.8 ○

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0 96.3 107.0 ○

環境美化活動 （回） 10 10 14 140.0 ○

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100 (14/14件) 100 100 ○
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本年度実績

　CO2排出量

排出量(kg-CO2) 原単位(kg-CO2/百万円)

平成28年度　基準年 271,850 168.2

令和 5年度　目標 261,823 162.3

令和 5年度　実績 220,810 70.3

達成率　※1 84.3% 43.3%

　燃料使用量(ガソリン、軽油、灯油の総量)

使用量(L) 原単位(L/百万円)

平成28年度　基準年 90,148 55.8

令和 5年度　目標 87,444 54.2

令和 5年度　実績 70,040 22.3

達成率　※1 80.1% 41.1%

９．環境経営目標の達成状況
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　電力使用量

使用量(kWh) 原単位(kWh/百万円)

平成28年度　基準年 80,257 49.7

令和 5年度　目標 79,454 49.2

令和 5年度　実績 92,224 29.4

達成率　※1 116.1% 59.7%

　LPガス使用量

使用量(kg) 原単位(kg/百万円)

平成28年度　基準年 111 0.069

令和 5年度　目標 110 0.068

令和 5年度　実績 68.31 0.022

達成率　※1 62.1% 32.0%
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　用水使用量

使用量(m3) 原単位(m
3
/百万円)

平成28年度　基準年 748 0.463

令和 5年度　目標 741 0.458

令和 5年度　実績 974 0.310

達成率　※1 131.4% 67.7%

　一般廃棄物排出量

排出量(kg) 原単位(kg/百万円)

平成28年度　基準年 2,750 1.702

令和 5年度　目標 2,668 1.651

令和 5年度　実績 2,674 0.851

達成率　※1 100.2% 51.6%
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　産業廃棄物排出量

排出量(t) 原単位(t/百万円)

平成28年度　基準年 740 0.458

令和 5年度　目標 733 0.453

令和 5年度　実績 1,107 0.353

達成率　※1 151.1% 77.8%
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　産業廃棄物再資源化率

再資源化率(％)

平成28年度　基準年 90.5

令和 5年度　目標 90.0

令和 5年度　実績 96.3

達成率　※1 107.0%

　環境美化活動

環境美化活動(回)

平成28年度　基準年 10

令和 5年度　目標 10

令和 5年度　実績 14

達成率　※1 140.0%

　環境負荷の少ない工事件数

件数(％)

平成28年度　基準年 100

令和 5年度　目標 100

令和 5年度　実績 100

達成率　※1 100.0%

＊1．達成率 =（実績値/目標値）× 100（%）
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１０．環境活動計画の取組結果とその評価
期間 ： 令和 5年 8月 ～ 令和 6年 7月

項目 評価 見直し

CO2排出量 燃料使用量 ○ 今後も継続していく。

削減 削減 ○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

電力使用量 ○ 今後も継続していく。

削減 △ 定期的な周知・徹底が必要。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

△ 注意していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

用水使用量削減 ○ 今後も継続していく。

（排水量削減） ○ 今後も継続していく。

廃棄物削減 一般廃棄物 ○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

産業廃棄物 ○ 再資源化率を高める努力をする。

△ 教育も含め、周知、徹底が必要。

○ 今後も継続していく。

環境保全活動の実施 ○ 今後も継続していく。

○ 継続して取り組む。

○ 強風・台風、カラス等に注意ていく。

△

化学物資の適正な取り扱い ○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

環境負荷の少ない ○ 今後も継続していく。

工事の実施 ○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 今後も継続していく。

○ 更なる使用推進に取り組む。

活動内容 取組結果

急発進、急加速の禁止 よく取り組めている。

不要なアイドリングの禁止 よく取り組めている。

重機による積込みを効率良く行う 段取りを考え、取り組めている。

車両点検を定期的に行う（タイヤ空気圧、オイル等） 定期的に修理工場で点検を行っている。

移動経路のプランニング、可能な場合は乗り合わせる等、効率的な移動・稼働をする 自宅から現場の近い者は直接出勤、車の乗り合わせも行っている。

社用車を燃費の良いものへ更新していく 1台導入した。

換気時以外、ストーブ使用時は不必要にドアを開けっ放しにしない 外出時の消火が徹底されている。

昼休み・退社時の消灯を徹底する よく取り組めている。

長時間使用しないＯＡ機器は電源を切り、不必要な機器はプラグを抜く 退社時の不必要なPC電源の切り忘れがある。

エアコンの過度な温度設定は控える 注意して行えている。

エアコンフィルターの清掃をする 夏季、冬季の使用前に行っている。

トイレ・会議室・倉庫・給湯室等の照明は使用時のみ点灯する 時々、使用後に照明の消し忘れがある。

冷房効果を上げるため、現場事務所上部に寒冷遮を張る 必要な現場事務所は行えている。

冷房効果を上げるため、エアコン室外機の設置箇所などを工夫する 必要な現場事務所は行えている。

こまめに蛇口の栓を閉める 蛇口を自動水栓へ切換えている。

漏水個所を発見したら、早急に改善する 定期的に取り組めている。

文書等で可能なものについては回覧をする 電子メール、LINEアプリを利用している。また、各人が必要な部分をコピーしている。

両面コピー・両面印刷をする 利用可能なものについてはできている。

ミスプリント用紙で、可能なものについては裏面利用をする メモ用紙、チェック用の書類出力などに利用できている。

使用済み封筒等の再利用をする 社内および現場への書類を渡す時などに、よく利用している。

段ボール・古新聞の再利用をする 修理工場での自動車塗装時のマスキングに古新聞が再利用されている。

資源ごみとして処理をする（学校の廃品回収への提供等） 段ボールは資源ごみとして、業者に回収してもらっている。

適正処理をし、可能なものは再使用・再生利用につながる処理をする よく取り組めている。

マニフェスト管理の徹底 現場によってはスムーズな流れで進まない事があった。

作業ミスによる排出量の増加をさせない 排出量増加につながる作業ミスはなかった。

ロードボランティア活動（清掃活動）を実施する 目標回数を達成できた。

ＰＲＴＲ制度対象物質の使用量、もしくは購入量の把握 購入量を把握している。

各種団体主催の清掃活動への参加 県や市、各団体主催の清掃活動へ積極的に参加できた。

ゴミの散乱防止 よく取り組めている。飛散防止ネットを設置。

事務所・現場・修理工場周辺の清掃・整理整頓をする 社内パトロール時に指摘された現場があった。その都度、是正は行っている。 事故につながる危険性があるため、再認識が必要。

適正な保管を行い、盗難に遭わないようにする 倉庫などに鍵をかけて保管。紛失・盗難事例なし。

適正に使用し、近隣等への漏洩防止をする 近隣等への漏洩なし。

環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用 再生生コン、再生砕石等の使用など、実施されている。

低騒音、排出ガス対策型重機の使用 各現場で使用されている。

建設副産物の再利用 可能な場合、進んで利用されている。

水質汚濁の防止 必要な現場では対策が実施され、特に苦情は受けていない。

チェンソーの潤滑油は生分解性オイルを使用する 実施されている。

ICTを活用し、エネルギーの消費を抑える 導入した機器を使用し燃料の消費抑制等に繋げている。

18



【１．単年度目標】

基準年 過去4年間 目標

項目 単位 平成28年度 排出量の平均 令和 6年度 備考

H28.08-H29.07 R02.08-R06.07 R06.08-R07.07 ※３

CO2排出量 （kg-CO2） 271,850 250,652 237,946 平均値より約5%削減 ※１

燃料使用量 （ℓ） 90,148 80,089 75,261

【内訳】　ガソリン （ℓ） 25,577 35,588 34,520

　　　   　　　軽油 （ℓ） 62,626 39,936 38,738

　　   　　　　灯油 （ℓ） 1,945 2,065 2,003

電力使用量 （kWh） 80,257 98,901 97,912 平均値より約1%削減

LPガス使用量 （kg） 111 183 182 平均値より約1%削減

用水使用量 （m3） 748 1,052 1,041 平均値より約1%削減

一般廃棄物排出量 （kg） 2,750 2,604 2,526 平均値より約3%削減

産業廃棄物排出量 （t） 740 1,435 1,392 平均値より約3%削減

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 91.0 90.0

環境美化活動 （回） 10 10 10

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100 100 ※２

※１．購入電力のCO2排出量の算出については、電気事業者別のCO2排出係数（平成30年12月27日公表）の

　　四国電力㈱の調整後排出係数 0.535（kg-CO2/kWh）を使用。

※２．環境負荷の少ない工事件数

　　○ICT機器の導入と活用

　　○建設副産物の再利用

　　○排水の汚濁防止対策

　　○環境に影響の少ない工法の提案、採用　　等

※３．基準年の実績と過去4年間の実績の平均を参考に、各項目別に削減率を設定。

　　

【２．中長期目標】 （平成28年 8月～平成29年 7月を基準年とする。）

平成28年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度

項目 単位 H28.08-H29.07 R06.08-R07.07 R07.08-R08.07 R08.08-R09.07 R09.08-R10.07

実績（基準年） 次年度目標 令和6年度より約1％削減 令和7年度より約1％削減 令和8年度より約1％削減

CO2排出量 （kg-CO2） 271,850 237,946 235,567 233,211 230,879

燃料使用量 （ℓ） 90,148 75,261 74,508 73,763 73,026

【内訳】　ガソリン （ℓ） 25,577 34,520 34,175 33,833 33,495

　　　　　　軽油 （ℓ） 62,626 38,738 38,350 37,967 37,587

　　　　　　灯油 （ℓ） 1,945 2,003 1,983 1,963 1,944

電力使用量 （kWh） 80,257 97,912 96,933 95,964 95,004

LPガス使用量 （kg） 111 182 180 178 176

用水使用量 （m3） 748 1,041 1,031 1,021 1,010

一般廃棄物排出量 （kg） 2,750 2,526 2,501 2,476 2,451

産業廃棄物排出量 （t） 740 1,392 1,378 1,364 1,351

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0 90.0 90.0 90.0

環境美化活動 （回） 10 10 10 10 10

環境負荷の少ない工事件数 （%） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

平均値より約3%削減

１１．次年度の環境経営目標
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【１．単年度目標】

基準年 過去4年間 目標

項目 単位 平成28年度 排出量の平均 令和 ６年度 備考

H28.08-H29.07 R02.08-R06.07 R06.08-R07.07 ※３

CO2排出量 （kg-CO2/百万円） 168.2 166.7 157.5 平均値より約5%削減 ※１

燃料使用量 （ℓ/百万円） 55.8 53.1 49.7

【内訳】　ガソリン （ℓ/百万円） 15.8 23.2 22.5

　　　   　　　軽油 （ℓ/百万円） 38.8 26.6 25.8

　　　　   　　灯油 （ℓ/百万円） 1.20 1.40 1.36

電力使用量 （kWh/百万円） 49.7 65.9 65.3 平均値より約1%削減

LPガス使用量 （kg/百万円） 0.069 0.143 0.142 平均値より約1%削減

用水使用量 （m3/百万円） 0.463 0.710 0.703 平均値より約1%削減

一般廃棄物排出量 （kg/百万円） 1.702 1.694 1.643 平均値より約3%削減

産業廃棄物排出量 （t/百万円） 0.458 0.953 0.925 平均値より約3%削減

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 89.2 90.0

環境美化活動 （回） 10 10 10

環境負荷の少ない工事件数 （%） (11/11件)  100 100 100 ※２

※１．購入電力のCO2排出量の算出については、電気事業者別のCO2排出係数（平成30年12月27日公表）の

　　四国電力㈱の調整後排出係数 0.535（kg-CO2/kWh）を使用。

※２．環境負荷の少ない工事件数

　　○ICT機器の導入と活用

　　○建設副産物の再利用

　　○排水の汚濁防止対策

　　○環境に影響の少ない工法の提案、採用　　等

※３．基準年の実績と過去4年間の実績の平均を参考に、各項目別に削減率を設定。

　　

【２．中長期目標】 （平成28年 8月～平成29年 7月を基準年とする。）

平成28年度 令和 ６年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 ９年度

項目 単位 H28.08-H29.07 R06.08-R07.07 R07.08-R08.07 R08.08-R09.07 R09.08-R10.07

実績（基準年） 次年度目標 令和6年度より約1％削減 令和7年度より約1％削減 令和8年度より約1％削減

CO2排出量 （kg-CO2/百万円） 168.2 157.5 155.9 154.4 152.8

燃料使用量 （ℓ/百万円） 55.8 49.7 49.2 48.7 48.2

【内訳】　ガソリン （ℓ/百万円） 15.8 22.5 22.3 22.0 21.8

　　　　　　軽油 （ℓ/百万円） 38.8 25.8 25.6 25.3 25.0

　　　　　　灯油 （ℓ/百万円） 1.20 1.36 1.35 1.33 1.32

電力使用量 （kWh/百万円） 49.7 65.3 64.6 64.0 63.3

LPガス使用量 （kg/百万円） 0.069 0.142 0.140 0.139 0.137

用水使用量 （m3/百万円） 0.463 0.703 0.696 0.689 0.682

一般廃棄物排出量 （kg/百万円） 1.702 1.643 1.627 1.611 1.595

産業廃棄物排出量 （t/百万円） 0.458 0.925 0.915 0.906 0.897

産業廃棄物再資源化率　　 （%） 90.5 90.0 90.0 90.0 90.0

環境美化活動 （回） 10 10 10 10 10

環境負荷の少ない工事件数 （%） 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

平均値より約3%削減

１２．次年度の環境経営目標（原単位　売上百万円当り）
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【１．次年度計画　　令和 6年 8月 ～ 令和 7年 7月】

項目 取組み内容 担当者 期間

CO2排出量 燃料使用量 各部門長、各現場代理人 R06.08-R07.07

削減 削減 各部門長、各現場代理人 〃

各部門長、各現場代理人 〃

電力使用量 各部門長、各現場代理人 〃

削減 各部門長、各現場代理人 〃

各部門長、各現場代理人 〃

用水使用量削減 各部門長、各現場代理人 〃

（排水量削減） 各部門長、各現場代理人 〃

廃棄物削減 一般廃棄物 各部門長、各現場代理人 〃

各部門長、各現場代理人 〃

各部門長、各現場代理人 〃

産業廃棄物 川村、中野、各現場代理人 〃

各部門長 〃

川村、中野、各現場代理人 〃

環境保全活動の実施 三吉 〃

三吉 〃

各部門長、各現場代理人 〃

化学物資の適正な取り扱い 各部門長、各現場代理人 〃

各部門長、各現場代理人 〃

各部門長、各現場代理人 〃

環境負荷の少ない 各部門長、各現場代理人 〃

工事の実施 各部門長、各現場代理人 〃

各部門長、各現場代理人 〃

【２．具体的な計画】

項目 取組み内容 担当者 実施期間

燃料使用量の削減 役員、各部門長 R06.12末まで

環境負荷の少ない工事の実施 各部門長、各現場代理人 R07.07まで

【３．中長期計画】

項目 取組み内容 担当者 実施期間

電気使用量の削減 役員 未定

用水使用削減 役員 R10まで

１３．次年度の環境活動計画の取組内容

雨水利用設備の整備についての検討

人感センサー設置による電気の消し忘れ防止策の検討

適正に使用し、近隣等への漏洩防止をする

ＰＲＴＲ制度対象物質の使用量、もしくは購入量の把握

環境負荷の少ない材料（リサイクル材、県産品等）の使用

低騒音、排出ガス対策型重機の使用

作業ミスによる排出量の増加をさせない

ロードボランティア活動を実施する

地域のボランティア活動（清掃活動等）に参加する

事務所・現場・修理工場周辺の清掃・整理整頓をする

適正な保管を行い、盗難に遭わないようにする

資源ごみとして処理をする（学校の廃品回収への提供等）

適正処理をし、可能なものは再使用・再生利用につながる処理をする

急発進、急加速の禁止

不要なアイドリングの禁止

燃費の良いハイブリッド車を積極的に導入していく　(計画：4台)

ICT機器を活用して工期短縮を図り、各使用量の削減に繋げていく

重機による積込みを効率良く行う

昼休み・退社時の消灯を徹底する

長時間使用しないＯＡ機器は電源を切り、不必要な機器はプラグを抜く

水質汚濁の防止対策を実施する

マニフェスト管理の徹底

適正な冷暖房の温度設定を徹底する

こまめに蛇口の栓を閉める

漏水個所を発見したら、早急に改善する

文書等で可能なものについては回覧をする

両面コピー・両面印刷をする
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【１．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果】

廃棄物の処理及び清掃に関 産業廃棄物の委託処理 ◎ 委託契約の締結、許可確認

する法律 ◎ マニフェストの交付、回収、照合

（廃棄物処理法） 特別管理産業廃棄物に係る処理 ◎ 運搬車両へ、産業廃棄物を収集運搬している旨の表示

第12条 （水銀使用製品産業廃棄物を含む。） ◎ マニフェスト交付状況報告書作成・報告

第12条の2

第12条の3 ◎ 多量排出事業者（年間1,000t以上）に該当した場合、

処理計画書および処理計画実施状況報告書の提出

建設工事に係る資材の再資 解体工事80m2以上、 ◎ 発注者への書面による計画等説明

源化等に関する法律 新築・増築工事500m2以上、 （分別解体等、再資源化等の促進、再生資源の使用）

（建設リサイクル法） 修繕・模様替工事1億円以上、 　

第12条 その他の工作物に関する工事

（土木工事等）500万円以上

特定特殊自動車排出ガスの 特定特殊自動車排出ガスによる ◎ 基準適合機械の使用（平成18年10月以降に製作され

規制等に関する法律 大気の汚染の防止 ている建設機械等については基準適合表示等の貼っ

（オフロード法） てあるものを使用）

第4条の2 　

騒音規制法 杭打機、びょう打機、削岩機、 ◎ 特定建設作業の届出、作業敷地境界にて

第14条 空気圧縮機等を使用する作業 85デシベル以下

振動規制法 杭打機、杭抜機、ブレーカー、 ◎ 特定建設作業の届出、作業敷地境界にて

第14条 舗装版破砕機を使用する作業 75デシベル以下

建築基準法 石綿その他の物質の飛散又は ◎ 建築材料に石綿を添加しない。

第28条の2 発散に対する衛生上の措置 ◎ 石綿をあらかじめ添加した建築材料を使用しない

◎ 居室を有する建築物で、クロルピリホス及びホルム

アルデヒドを含む建築材料を使用する場合において

は、建築基準法施行令で定める技術的基準に適合す

るものとする

四万十川の保全及び流域の 流域内において行う事業活動 ◎ 指定地域内での土地の形状変更、建築物の新築その

振興に関する基本条例 に関し、四万十川の保全及び 他、制限等のある行為を行う場合には、知事の許可

（四万十川条例） 流域の振興に努める を受けなければならない

第7条

第13条

第14条

使用済自動車の再資源化等 廃棄車両の引き渡し ◎ 自治体に登録・許可された業者への廃棄車両の引き

に関する法律 渡しを行う

（自動車リサイクル法）

第42条

フロン類の使用の合理化及 第1種特定製品の点検 ◎

び管理の適正化に関する法

律 点検及び整備に係る記録 ◎

（フロン排出抑制法）

第16条 第1種特定製品廃棄等実施者の ◎

第41条 引渡義務

第42条の1及び3

第43条の1～3

特定解体工事元請業者の確認 ◎

及び説明等

◎

◎ 交付した書面の写しを3年間保存する

第1種特定製品廃棄等実施者に ◎

よる書面の交付等

◎

※ 第1種特定製品廃棄等実施者

＝ 第1種特定製品の所有者 ◎

主な適用法規 規制内容 実施内容
点検頻度

担当者 確認日
測定時期

都度

8月

三吉 規文

川村 尊章
遵守

令和6年9月2日

1回/年

6月
令和6年5月10日

該当時 －

遵守

状況

各工事毎

8月
三吉 規文 遵守 令和6年9月6日

1回/年

8月
川村 尊章 遵守 令和6年9月2日

1回/年

8月
川村 尊章 遵守 令和6年9月2日

1回/年

8月
川村 尊章 遵守 令和6年9月2日

各工事毎

8月
中野 量方 遵守 令和6年9月6日

1回/年

8月
三吉 規文 遵守 令和6年9月2日

1回/年

8月
川村 尊章 遵守 令和6年9月2日

四半期ごとに一回、対象機器の簡易点検結果を実施する
4回/年

8月

三吉 規文

川村 尊章

遵守 令和6年9月2日

点検及び整備に係る記録について、機器を廃棄した後も3年間保存

する 該当時 ー ー

第1種特定製品にフロン類が充填されていないことを確認した場合

を除き、自ら又は他の者に委託して、第1種フロン類充填回収業者に

対し、冷媒として充填されているフロン類を引き渡す
該当時 ー ー

ー ー

第1種特定製品廃棄等実施者は、第1種特定製品に冷媒として充

填されているフロン類を自ら第1種フロン類回収業者への引き渡し

を他の者に委託する場合において、委託契約を締結したときは遅滞

なく、必要事項を記載した書面（委託確認書）を交付する

第1種特定製品廃棄等実施者は、回収依頼書の写し又は委託確認

書の写しをそれぞれ当該交付した日から3年間保存する

当該建築物その他の工作物における第1種特定製品の設置の有無

について確認する

該当時 中野 量方 ー ー特定解体工事発注者に対し、確認の結果について書面を交付し説

明する

１４．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

第1種特定製品廃棄等実施者は、第1種特定製品に冷媒として充

填されているフロン類を自ら第1種フロン類回収業者に引き渡すとき

は、必要事項を記載した書面（回収依頼書）を交付する

該当時
三吉 規文

川村 尊章
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主な適用法規 規制内容 実施内容
点検頻度

担当者 確認日
測定時期

遵守

状況

浄化槽法 第10条 保守点検、清掃 ◎ 2ヶ月毎に登録業者に保守点検を委託する

◎ 年に一回以上の清掃を清掃業者に委託する

第11条 ◎ 年に一度、法定検査を受ける

大気汚染防止法 粉じんの規制 ◎ 解体等工事実施前の特定工事に該当するか否かの調

第18条の17 特定工事 査と報告

第18条の18 ◎ 解体等工事施工時に調査結果を掲示板に掲示

◎ 特定工事施工時には作業基準を遵守

特定化学物質の環境への排 第一種指定化学物質等取扱事 【対象業種】

出量の把握等及び管理の改 業者 ◎ 自動車整備業が含まれる

善の促進に関する法律 【従業員数】

（PRTR法） ◎ 常用雇用者21人以上

第2条 【取扱量】

第5条 ◎ 第一種指定化学物質年間取扱量1t未満のため非該当

◎ 特定第一種指定化学物質の取扱いがないため非該当

排出量及び移動量の把握・届出 ◎ 届出必要なし

【２．環境関連法規等の違反、訴訟等の有無】
　令和 5年 8月より令和 6年 7月まで、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの

苦情・要望等はありませんでした。

該当時 川村　尊章 ー ー

6回/年

8月
三吉 規文 遵守 令和6年8月30日

各工事毎

8月
川村　尊章 遵守 令和6年9月2日
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【全体評価】

【見直しの結果】

【指示事項】

　・SDGsへの取り組み。

　・健康管理を十分に行う。

　・社用車買い替え時の積極的な低燃費車の採用。

令和  6 年 10 月 23 日

豚　座　建　設　株　式　会　社

代表取締役　  佐　田　　憲　昭

　本年度、二酸化炭素（CO2）排出量は目標を達成することが出来ました。

　しかしながら、ガソリンの使用量の目標を達成することが出来ませんでした。車両の更新で目標達成に寄与を、と考えていましたが、
職員および車両の増加、また受注した工事現場が遠方であった事などが、目標未達成の大きな要因となりました。

　「少子高齢化に伴う生産年齢人口の減少」といった状況の中、幸運にも弊社は前年より職員が７名ほど増加しました。この中には
若い世代の職員もいます。これらの職員を含め全役職員でICT機器・施工の活用で生産性向上、工期短縮を図り環境負荷の低減
につなげられるよう実行しています。

　社会的貢献活動としましては、地域の小学校の生徒さんを交えたアユの放流体験学習、ロードボランティアなどのゴミ拾い活動や、
歩道花壇への花植え活動、こうち環境博での環境活動啓発ポスターの出展、カーボンオフセットCMへの協賛など、様々に協力させ
ていただきました。今後も可能な限り協力をさせていただきたいと考えています。

　これらのことから、役職員に環境配慮への意識が浸透し、環境活動が実行されていますので、エコアクション21は環境経営システ
ムとして有効に機能していると判断できます。

　環境経営方針、環境経営目標、環境活動計画、環境経営実施体制の変更の必要性なし。

１５．代表者による全体評価と見直しの結果

24




